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近
年
、
読
み
書
き
の
学
習
困
難
に
対
し
て
、

従
来
の
医
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
る
教

育
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
診
断
に
先

立
っ
て
介
入
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
の
出
方

に
よ
っ
て
支
援
の
必
要
性
を
判
断
し
ま
す
。

こ
の
教
育
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
早
期
支

援
が
可
能
に
な
る
こ
と
や
、
診
断
基
準
を
満

た
さ
な
い
ま
で
も
読
み
書
き
の
学
習
困
難
を

示
す
子
ど
も
も
教
育
的
介
入
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
教
育
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
多
様

な
学
習
特
性
を
有
す
る
子
ど
も
に
対
し
て
適

用
可
能
な
教
材
、
教
具
を
整
備
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
読
み
書
き
学
習
の
支
援
を
考
え
る

際
に
は
、
学
習
に
対
す
る
自
尊
感
情
の
低
下

や
、
努
力
を
し
て
も
効
果
が
得
ら
れ
な
い
こ

と
を
学
習
し
、
無
気
力
の
状
態
に
至
っ
て
し

ま
う
学
習
性
無
力
感
の
形
成
の
回
避
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、

読
み
書
き
の
学
習
困
難
で
の
支
援
と
通
級
指

導
学
級
・
教
室
で
の
支
援
に
つ
い
て
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

① 

通
常
の
学
級
で
の
支
援

　

通
常
、
読
み
書
き
の
学
習
内
容
は
、
仮
名

文
字
か
ら
漢
字
へ
と
移
行
す
る
た
め
、
読
み

書
き
の
学
習
困
難
の
状
態
像
も
発
達
に
伴
い

変
化
し
ま
す
。
読
み
書
き
の
学
習
困
難
を
示

す
子
ど
も
の
多
く
は
、
拗
音
や
促
音
な
ど
の

特
殊
音
節
の
表
記
に
つ
ま
ず
き
や
す
く
、
そ

の
困
難
さ
が
そ
の
後
の
漢
字
の
読
み
書
き
学

習
の
困
難
を
生
じ
さ
せ
る
リ
ス
ク
要
因
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

通
常
の
学
級
の
中
で
特
殊
音
節
の
表
記
の
読

み
書
き
が
安
定
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
情

報
は
、
早
期
か
ら
支
援
を
行
う
重
要
な
評
価

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

通
常
の
学
級
で
の
支
援
を
検
討
す
る
上
で

は
、
宿
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
配
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
宿
題
で
は
一
斉
に

同
じ
課
題
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
学
習
特
性
に
多
様
性
を
考
慮
す
る
場

合
に
は
、
宿
題
の
内
容
に
つ
い
て
も
多
様
性

を
踏
ま
え
た
課
題
設
定
が
必
要
で
す
。
課
題

内
容
や
順
序
、
実
施
方
法
が
学
習
者
ご
と
に

選
択
で
き
る
シ
ス
テ
ム
や
、
解
く
こ
と
が
困

難
な
課
題
に
直
面
し
た
際
に
ど
の
よ
う
に
振

る
舞
え
ば
よ
い
の
か
具
体
的
手
続
き
を
示
し

て
お
く
な
ど
の
配
慮
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る

と
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
、
子

ど
も
が
学
級
の
中
で
、
誤
っ
た
解
答
や
誤
っ

た
考
え
方
に
対
し
て
批
判
し
な
い
こ
と
や
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
含
め
て
、
様
々
な
学
習
の

方
法
を
認
め
る
雰
囲
気
を
学
級
内
に
作
る
こ

と
も
重
要
で
す
。

② 

通
級
指
導
学
級
・
教
室
で
の
支
援

　

読
み
書
き
学
習
に
困
難
を
示
す
子
ど
も
に

と
っ
て
、
在
籍
学
級
で
の
授
業
を
い
か
に
有

意
義
な
時
間
と
す
る
か
は
重
要
で
す
。
通
級

指
導
学
級
・
教
室
で
は
、
個
々
の
状
態
に
応

じ
て
支
援
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
在
籍
学
級
の
学
習
内
容
と
連
動
し
た

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
高
い
支
援
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

読
み
書
き
の
学
習
困
難
を
示
す
子
ど
も
の

な
か
に
は
、
一
字
単
位
だ
と
読
み
書
き
が
で

き
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
単
語
や
文
に
な
る
と

極
端
に
苦
手
さ
を
示
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
在
籍
す
る
学
級
で
行
わ
れ
て
い

る
学
習
単
元
に
つ
い
て
、
担
任
教
員
か
ら
聞

き
取
っ
て
お
き
、
そ
の
学
習
単
元
に
登
場
す

る
用
語
の
意
味
、
読
み
方
、
書
き
方
を
予
習

的
に
学
習
す
る
こ
と
で
、
在
籍
す
る
学
級
で

の
学
習
が
理
解
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

読
み
書
き
の
学
習
に
困
難
を
示
す
子
ど
も

た
ち
は
、度
重
な
る
「
読
め
な
か
っ
た
」「
書

け
な
か
っ
た
」
経
験
か
ら
、
自
尊
感
情
を
低

下
さ
せ
、
学
習
性
無
力
感
を
形
成
さ
せ
や
す

い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

た
め
に
も
、
最
近
で
は
、
ド
リ
ル
学
習
が
苦

手
な
子
ど
も
で
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
工

夫
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
教
材
な
ど
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
教

材
に
関
す
る
情
報
を
把
握
し
て
お
き
、
子
ど

も
と
一
緒
に
取
り
組
み
や
す
い
学
習
手
続
き

を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
た
と
え
読
み
書
き
の
学
習
困
難

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
工
夫
を
す
れ
ば
、
問

題
に
取
り
組
め
る
、
課
題
を
解
決
で
き
る
と

い
う
経
験
を
通
じ
て
、
新
し
い
課
題
に
挑
戦

し
て
み
た
い
、
そ
の
よ
う
な
人
格
を
形
成
さ

せ
る
こ
と
が
「
教
育
」
の
果
た
す
役
割
だ
と

思
い
ま
す
。
是
非
、
先
生
方
と
一
緒
に
そ
の

役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

東
京
都
公
立
学
校
難
聴
・
言
語
障
害
教
育
研
究
協
議
会

読
み
書
き
困
難
を
示
す
学
習
障
害
児
に
対
し
て

　

教
育
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
果
た
す
役
割

　
　
　
　
　 

横
浜
国
立
大
学 
准
教
授
　
　
後
藤
　
隆
章
　
先
生
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Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
―
Ⅳ
の
結
果
か
ら
支
援
方
法
を
考

え
る
時
に
大
切
に
し
て
欲
し
い
要
点
は
、①「
熟

達
」
②
「
自
覚
と
工
夫
」
で
す
。
①
は
長
期
に

わ
た
り
毎
日
地
道
に
練
習
し
た
結
果
、
意
識
し

な
く
て
も
自
動
的
に
そ
の
作
業
や
処
理
を
実
行

で
き
る
こ
と
、
②
は
必
要
な
支
援
を
自
ら
調
達

で
き
る
よ
う
に
自
分
の
弱
点
と
長
所
を
自
覚
す

る
と
共
に
工
夫
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
次
に
各

指
標
の
結
果
か
ら
支
援
方
法
を
考
え
ま
す
。

【
Ｖ
Ｃ
Ｉ
（
言
語
理
解
）】

　

言
語
の
理
解
力
が
弱
い
と
、
発
話
や
理
解
の

流
暢
性
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
ま
た
語
彙
が
少

な
く
、
作
文
、
発
表
、
文
章
読
解
が
苦
手
で
す
。

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
―
Ⅳ
で
は
文
法
や
こ
と
ば
の
流
暢
性

な
ど
は
得
点
に
反
映
さ
れ
に
く
い
の
で
、
で
き

れ
ば
言
語
機
能
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
言
語
の
理
解
力
の
弱
さ
へ
の
対

応
策
と
し
て
、
視
覚
的
手
が
か
り
が
有
効
で
す
。

イ
ラ
ス
ト
、
写
真
、
手
順
表
、
５
Ｗ
１
Ｈ
の
枠
、

絵
カ
ー
ド
な
ど
を
用
い
る
と
効
果
的
で
す
。

【
Ｐ
Ｒ
Ｉ
（
知
覚
推
理
）】

　

日
常
の
問
題
と
し
て
、
黒
板
に
注
目
で
き
ず

板
書
を
正
確
に
写
せ
な
い
、
漢
字
書
字
が
苦
手
、

算
数
表
記
に
お
け
る
段
取
り
が
苦
手
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
パ

ズ
ル
課
題
を
行
い
、正
確
さ
と
流
暢
さ
（
熟
達
）

を
目
標
に
し
ま
す
。

【
Ｗ
Ｍ
Ｉ
（
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー)

】

　

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
は
一
時
的
な
記
憶
力

で
、
聞
く
力
で
す
。
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
が

弱
い
と
、
当
面
の
目
標
・
目
的
を
忘
れ
や
す

か
っ
た
り
、
会
話
が
脱
線
し
や
す
か
っ
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
丸
暗
記
や
暗
算
も
苦
手
で
す
。

対
応
策
と
し
て
、
聞
く
力
や
複
数
の
こ
と
を
同

時
に
処
理
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
が
低
く
、

読
み
書
き
が
苦
手
な
児
童
に
は
、
五
十
音
の
熟

達
、
文
節
に
区
切
り
線
を
入
れ
る
練
習
、
特
殊

音
節
表
記
で
は
視
覚
モ
デ
ル
や
動
作
化
を
用
い

る
練
習
が
効
果
的
で
す
。

【
Ｐ
Ｓ
Ｉ
（
処
理
速
度
）】

　

Ｐ
Ｓ
Ｉ
が
弱
い
人
は
、
①
他
者
と
同
じ
ペ
ー

ス
で
作
業
で
き
な
い
。
②
集
中
や
意
欲
が
続
か

な
い
な
ど
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
①
は
時
間
を

計
測
し
、
少
し
ず
つ
早
く
す
る
。
何
に
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
の
か
分
析
す
る
。
②
は
作
業
構

成
で
間
に
気
分
転
換
を
は
さ
ん
だ
り
、
作
業
の

流
れ
を
明
確
に
し
た
り
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

す
。

　

知
能
検
査
の
目
的
は
、
問
題
の
原
因
と
対
策

を
知
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
本
人
の
問

題
意
識
を
聞
き
、
検
査
結
果
か
ら
で
き
る
こ
と

を
確
認
し
、
問
題
を
解
決
す
る
方
策
を
一
緒
に

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
文
責　

田
中　

健
太
）

【
吃
音
基
礎
知
識
】

　

吃
音
は
、
１
０
０
人
の
う
ち
５
～
８
人
が
発

症
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
幼
児
期
に
発
症
し
ま

す
。
７
５
～
８
０
％
は
自
然
治
癒
す
る
と
言
わ

れ
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
①
女
児
②
よ
く
な
っ

た
家
族
が
い
る
③
音
韻
や
構
音
の
問
題
を
併
せ

も
っ
て
い
な
い
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
自
然
治

癒
す
る
子
ど
も
も
、
吃
症
状
が
消
失
す
る
ま
で

２
～
３
年
か
か
っ
た
り
、
発
吃
か
ら
６
か
月
～

１
年
で
急
激
に
軽
減
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
小
学
校
で
出
会
う
吃
音
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
は
持
続
す
る
可
能
性
の
高
い
吃

音
で
あ
り
、
何
ら
か
の
介
入
が
必
要
な
子
ど
も

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

【
吃
音
の
あ
る
学
齢
児
へ
の
支
援
】

　

吃
音
の
あ
る
学
齢
児
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
タ

イ
プ
の
子
が
い
ま
す
。
例
え
ば
、
吃
症
状
は
多

く
出
て
い
る
が
、
発
話
意
欲
が
旺
盛
で
自
分
の

意
見
を
し
っ
か
り
言
え
る
子
ど
も
も
い
れ
ば
、

吃
症
状
は
少
な
い
か
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、

ど
も
る
の
が
心
配
で
、
分
か
っ
て
い
て
も
発
表

し
な
い
子
ど
も
も
い
ま
す
。
小
学
生
段
階
で
は
、

心
理
面
の
進
展
に
個
人
差
が
大
き
く
、
少
し
の

こ
と
で
変
化
も
す
る
時
期
で
す
。

【
指
導
方
針
】

〇�

発
話
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
…
発
話
は
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
可
能
。
発
話
の
成
功
体
験
を
増
や

す
。

・�

斉
読
法
・
色
々
な
話
し
方
ゲ
ー
ム
・
軟
起
声

等
の
練
習
を
通
し
て
、
話
す
こ
と
が
大
好
き

な
子
ど
も
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

〇�

心
理
面
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
…
吃
音
に
つ

い
て
理
解
し
、怖
れ
る
必
要
は
な
い
、自
分
っ

て
こ
ん
な
に
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ

と
に
気
付
く
。

・�

吃
音
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
自
分
自
身

に
対
し
て
、
子
ど
も
達
が
否
定
的
感
情
や
態

度
を
も
た
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
否
定
的

態
度
を
も
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
よ
り
肯
定
的

な
も
の
に
し
、
そ
れ
を
維
持
す
る
指
導
を
行

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

〇�

周
辺
環
境
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
…
吃
音
に

対
す
る
正
し
い
理
解
と
協
力
を
啓
発
。

・�

助
け
て
も
ら
い
た
い
内
容
は
、子
ど
も
に
よ
っ

て
も
時
期
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
。
ど
う
し

て
ほ
し
い
か
、
聞
い
て
あ
げ
ら
れ
る
指
導
者

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
文
責　

松
井　

伸
一
）

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
―
Ⅳ
検
査
結
果
と
支
援
の
実
践

の
橋
渡
し 

―
つ
ま
ず
き
の
原
因
と
対
応
の
探
求
―

吃
音
の
あ
る
学
齢
期
の
子
ど
も
へ
の
支
援

― 

青
年
期
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
―

元 

筑
波
大
学 

教
授
　
　
大
六
　
一
志
　
先
生

北
里
大
学
講
師
　
　
原
　
　
由
紀
　
先
生
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　みなさん、こんにちは。都内の中学校難聴学級で構成される都難言協「中学ブロック」です。今
回は、紙面をお借りして、中学校難聴学級とそこに通うお子さんたちについて、３つのお話をした
いと思います。中学校難聴学級のこと
を、少しでも知っていただければ幸い
です。

1．難聴学級の数
　今年度、品川区の中学校に新しく難
聴学級が設置され、都内の難聴学級は
13 校になりました。しかし、小学校
のきこえの教室の設置校が 44校であることに対して、その数はあまりに少ない！右の図を見ても、
難聴学級が設置されていない空白地域が多くあることがわかります。また、小学校きこえの教室に
通級しているお子さんの数が約 300 名であることに対し、中学校難聴学級は約 80名です。小学校
６学年の半分としても、単純計算で 150 名は中学校でも難聴学級に通級していていいはず。私立
中学校や、ろう学校中学部など、さまざまな進路に進むことを考えても、公立中学校の中に、まだ
まだケアを必要としているお子さんがいる、難聴学級を必要としているお子さんがいるはずです。

２．校内通級と校外通級
　中学校難聴学級には、「校内通級」と「校外通級」の２つの形があります。「校内通級」は、難聴
学級が設置されている学校に入学して通級するもの、「校外通級」は、難聴学級の設置校以外に入
学して通級するものです。「校内通級」は、英・数・国の授業を難聴学級で受けることで、教科の

要素を取り入れつつ、自立活動の指導を受けたり、毎日の在
籍学級でのフォローや、行事や考査での情報保障など、きめ
細かいケアを受けたりすることができます。しかし、区外や
市外のお子さんは、設置校への入学が認められないことが多
く、「校外通級」の形になっています。「校内通級」を希望す
る区市外のお子さんも設置校に入学できるようになることが
大切だと考えます。　

３．中学生のアイデンティティ　－わたしはだれ？－
　ある時、中学生が聞いてきました。「わたしって障害者なの？」う～ん、皆さ
んなら、なんて答えるでしょう。「聞こえる人」、「聞こえない人」、「どちらでも
ない人」。中学生は迷います。まわりと少しちがう自分。でも、あんまりちがわ
ない自分。私はいったい何者なのか。自分のアイデンティティを決めるのは自分
自身であり、きっと長い時間がかかります。中学校はそのスタート地点と言えます。悩み、迷うお
子さんたちのそばに立ち、一緒に考え、心に寄り添いながら歩んでいきたいと思っています。　

お わ り に

中学校難聴学級です

　聞こえる人が圧倒的に多いこの世の中は、「聞こえる社会」であると言えま
す。難聴の中学生は、聞こえる同級生に囲まれた「聞こえる社会」で懸命に
生きています。私たち中学校難聴学級は、お子さんたちの「聞こえる社会で
生きる力」を育てながら、自分自身に自信をもって人生を歩んでいけるよう、
支援を続けていきたいと考えています。聞こえのことでお困りのことがあり
ましたら、ぜひ、お近くの中学校難聴学級にお問い合わせください。お待ち
しております。

　　　文責　大田区立御園中学校　難聴学級　依田　広太郎
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多摩西ブロック
【テーマ】言語表現に課題のある児童の指導
　　　　　～ＬＣＳＡを用いたアセスメント
　　　　　　を通して～
【講　師】大伴　潔　先生（東京学芸大学　教授）
【日　時】平成31年２月26日（火）
　　　　　14時15分から16時30分
【会　場】立川市立第八小学校　体育館

※参加される先生方へ
　�各会場に名札・上履き・靴を入れる袋をお持ちく
ださい。

ブロック研究会のお知らせ

江東ブロック
【テーマ】言語発達に課題のある児童への指導
　　　　　～言語を豊かにするための指導の工夫～
【講　師】大伴　潔　先生（東京学芸大学　教授）
【日　時】平成31年１月29日（火）
　　　　　14時から16時30分
【会　場】墨田区立押上小学校　体育館

多摩東ブロック
【テーマ】吃音のある児童の見立てと指導
【講　師】原　由紀　先生（北里大学　講師）
【日　時】平成31年２月12日（火）
　　　　　14時から16時30分
【会　場】府中市立府中第一小学校　体育館

　本校は、ＪＲ中野駅から徒歩７分のところにあります。中野区では、きこえとことばの教室はここに

しかありません。初めは桃園第三小学校という名前でした。

　まず昭和 43 年にきこえの教室が開設され、翌昭和 44 年にことばの教室が開設されました。そして、

閉校・統合に伴い、平成20 年に桃花小学校となり、平成23 年新校舎建設に伴い移設し現在に至ります。

本年、開校 10 周年となりました。当教室では、担任４名できこえ（難聴）とことば（言語障害）に課

題のある児童の指導にあたっています。

　今年度も個別指導に加え少人数でのグループ活動を行っています。難聴と吃音のグループに分かれ、

同じ課題がある児童同士で安心して話せ

る場を設定し、皆で楽しく遊んだり困っ

たこと等について話し合ったりしなが

ら、自己理解も進めています。その他に、

７月にお楽しみ会、12 月に学習発表会、

３月に終わりの会等、全員で行う行事が

あります。� （文責　高崎健一）

◇ 学 級 紹 介  ◇
中野区立桃花小学校　きこえとことばの教室


